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琵琶湖・淀川水系及び相模川・酒匂川
水系の水質保全に関する要望
水道水源の水質保全については、かねてから格別のご配慮を賜り深く感謝いたしております。

琵琶湖・淀川水系は京阪神1,400万住民の、また、相模川・酒匂川水系は神奈川県内800万住民の、それぞれかけがえのない水道水源であり、水道事業者で構成する淀川水質協議会及び相模川・酒匂川水質協議会では、その水質の動向を常々注視しているところです。

私ども水道事業者の使命は、安全な水道水、安心して飲める水道水を安定的に供給していくことであり、また、昨今はおいしい水の供給を求められておりますが、そのためには、良質な水道水源の確保が最重要課題です。

両協議会は水道水源の水質保全に関して共通の課題を有することから、水質保全に関する要望書を共同で提出いたします。ご配慮を賜りますようお願い申し上げます。

記

１．油及び化学物質の流出事故の防止

近年、公共用水域で油や化学物質の流出事故が頻発しており、浄水処理に大きな障害となるケースも発生しております。水道事業体においても、水道水源域の関係機関に対し、事業所への指導強化の要望等を実施しておりますが、水道水源における油等流出事故の抜本的な解決に向けて、事故原因者に対する罰則の強化や、関係機関への指導強化をお願いします。

２．化学物質に関する情報提供と調査研究の推進

水道水質に影響の大きい化学物質については、「化学物質の審査及び製造等の規制に関する法律」による指定等、規制の強化を検討されますようお願いします。

また、琵琶湖・淀川水系及び相模川・酒匂川水系では、水道水源域に多くの事業所が存在しており、それらから排出される化学物質による水質汚染を懸念しております。特に近年、有機フッ素化合物や医薬品についての検出報道から、その動向に水道事業者は注視しております。そのため、国が進めている「官民連携既存化学物質安全性情報収集・発信プログラム」などにおいて、上記に加え、農薬等の塩素処理で毒性が高まる化学物質についても十分考慮していただき、化学物質の安全性情報の収集・発信をお願いします。更に、実態調査の実施及び水処理技術の開発の推進を引き続きお願いします。
３．水道水質基準と環境基準、排水基準との整合

環境基準や排水基準については、その適用箇所が水道水源であることを考慮の上、水道水質基準項目等との整合性が図られるようお願いします。

４．クリプトスポリジウム等の排水基準規制項目への採用

相模川・酒匂川水系では、クリプトスポリジウム等の耐塩素性病原生物が頻繁に多数検出され、浄水処理に苦慮していることから、排水基準規制項目への採用をお願いします。

５．湖沼の富栄養化対策
神奈川県の主要な水道水源である相模湖及び津久井湖では毎年のように富栄養化に起因する異臭味障害等が発生し浄水処理に苦慮しています。両湖については、平成22年9月に水域類型指定が「河川A」から「湖沼A・Ⅱ」へ変更されましたが、窒素・リンについては環境基準の達成が難しいことから、平成26年度までの暫定目標が設定されております。暫定目標は現状の水質を配慮したものとなっておりますが、着実な水質改善及び環境基準の達成に向け、流域自治体間の連携への支援や暫定目標見直しに向けた継続的な調査・検討をお願いします。

また、その他の湖沼についても水質環境基準が達成維持されるよう支援するとともに、集水域における排水対策や環境保全等、湖沼の総合的な富栄養化防止対策の強力な推進をお願いします。
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